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<論 文 内 容 の 要 旨 > 
本論文は，専門職を含めた家族以外の第三者による認知症の家族介護者への早期介入と効
果的な支援に向けた ICT 活用の有用性の検証を目的とした．在宅介護という家庭生活の中で
の営みは，孤立および潜在化しやすい．本論文によって，見えない予兆や場面，タイミング
を明らかにし，デジタルデバイスを活用し家族介護者が可能な限り主体的に声を上げ，助け
を求めやすい環境を作りと，早期介入のモデルを提示することができた． 
本論文は，2部 7章から構成されている． 
第 1部では，早期介入のタイミングと視点を明らかにするため，専門職から見た虐待の予
兆，家族が感じる虐待の蓋然性の自覚それぞれの大量の自由記述をテキストマイニングによ
り，キーワードの出現頻度と抽出結果の関係性に分析を加え家族介護者への早期介入の視点
を整理した．この手法により，恣意的になりがちな質的データの分析を客観的に行い，実際
には見えない家族の危機的な状況や支援する専門職の視点を可視化し，早期介入の指針を得
た． 
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第 2 部では，第 1 部にて家族介護者の虐待の自覚した場合にその感情を抑制，ỿ静化する
ために役立つ言葉等が交わされる身近な場面として認知症カフェを体系的な分類をしたう
えで実践し評価を行った．さらにアクセスしやすいよう ICT を活用しバーチャルリアリティ
動画を用いた WEB 版認知症カフェ，在宅でも虐待を未然に防止するためのスマートフォンを
用いた早期介入システムの開発及び検証を行った． 
 第 1 章では，文献研究にて，在宅における介護者の置かれた課題の整理し，高齢者虐待の
未然防止のための方策や家族支援に関わるサービスの不十分さを指摘した．また，従来の研
究では，介護負担の軽減のためのソーシャルサポートが及ぼす影響や介護者教育，介護者教
育での ICT 活用の効果は明らかにされているものの，高齢者虐待のような突発的で衝動的な
日常生活中に起こりうる問題に対するアプローチがほとんど見られないことなどの問題点
を指摘した． 
 第 2 章では，家族以外の第三者である専門職が，高齢者虐待の予兆をいかなる場面や出来
事で察知しているのかを質問紙調査により明らかにした．自由記述をテキストマイニングの
後，コレスポンデンス分析で可視化をすることで特徴が明らかになった．結果，各職種の専
門職は家族との関わりを持つ短時間で表情やしぐさ等細かい変化を読み取り，家族介護者の
抑圧された感情を感じ取っていた．通所系サービス事業所介護職員は要介護者から身体的虐
待，訪問介護事業所介護職員は要介護者から家族関係の悪化，家族から心理的虐待と介護放
棄を，介護支援専門員は，自宅の様子や本人から間接的な予兆を察知する特徴が明らかにな
り予防的な事前介入の役割分担と変容する介護状況の情報共有のあり方の指針を得た． 
 第 3 章では，家族介護者自身が，どのような場面で虐待をしてしまうという蓋然性を自覚
したのか，その要因について質問紙調査の自由記述分析によって明らかにした．結果，続柄
による生起要因の特徴は，夫婦間の介護は，将来の不安を感じることで介護放棄の蓋然性を
自覚すること，娘が母親では，父親を介護するよりも蓋然性を自覚する要因が多いこと，ま
た嫁が介護する場合サービス利用の拒否が他の続柄に比べ負担となること等が明らかにな
った．概して専門職による虐待未然防止では，家族介護者自身が，その危機感を自覚してい
る場合が多く，専門職等に家族介護者自らが虐待の危機感を軽減するための方法と伝えるた
めのシステム開発が求められている． 
 第 4 章では，2 章，3 章で研究結果を踏まえて，虐待の蓋然性を自覚した際，その感情を
ỿ静化する効果的な声掛けの方法について明らかにし，早期介入時に有効な情緒的サポート
に資する具体的な声掛けを明らかにした．身体的虐待の未然防止には「急な話を聞いてくれ
たこと」，心理的虐待には「励ましの言葉」や「気分転換/気晴らしの勧め」，介護放棄には
「介護者への気遣いの言葉」が有用であることが有効であった．分析により明らかになった
言葉等をできるだけ早期に家族へ提供され，また身近にこれらが授受されやすく訪れやすい
場所が求められる．ゆえに認知症カフェのような地域でのソーシャルサポートを受領や交換
がなされる場所の設置，さらに在宅におけるデジタルデバイスを活用した早期介入方法の必
要性を言及した． 
 第 5 章では，第 1 部までに明らかになった虐待の蓋然性の自覚とその抑制，ỿ静化のため
の言葉や声掛けについて，身近な場面での提供方法について検証した．家族介護者の生活に
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密着した早期介入と支援を提供舞台として，オランダでその概念が生まれた認知症カフェに
着目した．質問紙調査にて，認知症カフェの体系的分類を試みたうえで，認知症カフェを実
践し，参加者にもたらす効果を考察した．結果，ソーシャルサポートのうち手段的サポート
を得る機会にはなっていることが確認できたものの，情緒的サポートの獲得については限定
的であり個人差があることが明らかになった．より日常的かつ安定的に情緒的サポートが得
られるための方法の検討が求められることが示唆された． 
 第 6 章では，ここまでの結果を踏まえ ICT を活用し認知症カフェを WEB 上で展開し，バ
ーチャルリアリティ映像にて身近に体験することを促進した．さらに 24 時間突発的に生じ
る危機的な状況を回避するための早期介入方法として，スマートフォンによる，早期介入シ
ステムを開発しその効果について考察した．  
 第 7 章は，これまでの議論を整理したうえで，認知症カフェとスマートフォンを活用した
家族介護者の衝動的動機をトリガーとした虐待の未然防止のための早期介入モデルを提示
した．さらに，本論文では，既存の共通の結びつきを持つグループ内で情緒的サポートのオ
ンライン化にとどまっていることは残された課題も残されたが，スマートフォンを用いた早
期介入システムによる，家族介護者の既存コミュニティ内のネットワーク強化と認知症カフ
ェへの参加促進効果が示唆され，参加による新たなネットワーク拡大の機会に繋がることに
寄与する可能性が示された． 
 
 
< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
本研究は，第三者による認知症の家族介護者への早期介入と効果的な支援に向けた ICT 活
用の有効性について検討したものである． 
 本研究は，大きく次の 3 点について評価できる． 
① 高齢者虐待の未然防止の視点に関してアプローチした研究は，これまで多くはない．本
研究では自由記述で記録されたテキストデータから虐待の生起要因と専門職の視点を
可視化し，高齢者虐待の予兆察知の視点と，家族介護者の虐待の自覚について可視化し
たことは今後の研究にとっても有益である． 
② わが国の「認知症カフェ」について体系的に分類し，その効果について検証を行った研
究はこれまで報告されていない．また，これらをもとに「認知症カフェ」を早期介入の
拠点として位置づけ実践を行ったことは先駆的であり，今後の「認知症カフェ」をめぐ
る議論にとって有益である． 
③ これまでの高齢者ケアにおける ICT 活用は，専門職連携や情報共有が中心であった．本
研究では家族介護者を対象にして ICT を活用しており，家族介護者に対するソーシャル
サポートを実現しようとした点で独自性がある． 
 他方，いくつかの課題も指摘されている． 
① 本研究で開発した「早期介入システム」は，認知症の家族会や認知症カフェ参加者など
既存のコミュニティメンバーに限定されており，それぞれが面識のある対象者であった
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ため，その効果は限定的であることが予測される．今後，利用者の属性に関わらず同様
の効果がソーシャルサポートに関して得られるか否かの検証が必要である． 
② 本研究では，「早期介入モデル」の提案と「認知症カフェ」の実践，さらに「スマート
フォンを用いた早期介入システム」を開発している．しかし，それらにより実際に虐待
防止への効果が十分に得られたというデータは未だ不十分である．今後，引き続き実践
と検証の継続的な積み重ねにより，高齢者虐待の状況を追跡していくことが必要である． 
 しかしながら本論文は，認知症の家族介護者による高齢者虐待に関して，その見えない予
兆や場面，タイミングを明らかにし，デジタルデバイスを活用した家族介護者支援の早期介
入のあり方を示しているという点で，論文のねらいはほぼ達成されていると判断される． 
提出論文を慎重に検討した結果，博士論文としての水準を充足していると審査委員会では
判断した． 
 よって，本論文は博士（教育情報学）の学位論文として合格と認める． 
